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２
０
０
２
年
３
月
、
日
本
イ
ラ
ン
合
作

映
画
『
風
の
絨
毯
』（
監
督
カ
マ
ル
・
タ

ブ
リ
ー
ジ
ー
、
配
給
ソ
ニ
ー
ピ
ク
チ
ャ
ー

ズ
）
の
飛
騨
高
山
ロ
ケ
が
始
ま
っ
た
。

突
然
の
事
故
で
母
親
を
失
い
心
を
閉
ざ

し
た
日
本
の
少
女
さ
く
ら
（
柳
生
み
ゆ
８

歳
）
が
、
イ
ラ
ン
で
一
人
の
少
年
と
出
会

い
次
第
に
心
を
開
い
て
い
く
。
ペ
ル
シ
ャ

絨
毯
と
高
山
の
祭
山
車
を
モ
チ
ー
フ
に
、

日
本
人
親
子
と
イ
ラ
ン
の
人
々
の
心
の
交

流
を
描
い
た
こ
の
作
品
は
、
中
東
の
ア
カ

デ
ミ
ー
賞
と
い
わ
れ
る
フ
ァ
ジ
ー
ル
国
際

映
画
祭
で
、
観
客
賞
を
含
む
三
部
門
で
賞

を
獲
得
し
た
。

撮
影
当
日
の
朝
、
主
人
公
さ
く
ら
の
家

で
の
葬
式
シ
ー
ン
の
リ
ハ
ー
サ
ル
を
し
て

い
る
と
、
イ
ラ
ン
人
の
タ
ブ
リ
ー
ジ
ー
監

督
が
、
突
然
、
撮
影
場
所
と
シ
ー
ン
の
変

更
を
伝
え
て
き
た
。

「
観
光
名
所
と
し
て
有
名
な〝
建
造
物
〟

で
は
な
く
、
人
が
実
際
に
住
ん
で
い
る
、

奥
行
き
の
あ
る
伝
統
的
な
高
山
の
〝
住
ま

い
〟
を
使
い
た
い
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

す
で
に
ロ
ケ
場
所
に
は
自
前
の
喪
服
に
身

を
包
ん
だ
エ
キ
ス
ト
ラ
出
演
の
地
元
市
民

が
待
機
し
て
い
た
。

一
瞬
、
日
本
側
ス
タ
ッ
フ
の
顔
か
ら
血

の
気
が
引
い
た
。
集
ま
っ
た
人
々
か
ら
不

満
の
声
が
飛
ぶ
。「
こ
れ
で
１
日
の
損
害

三
百
万
円
」。
多
少
の
予
算
オ
ー
バ
ー
は

予
期
し
て
い
た
が
、
撮
影
場
所
の
変
更
は

か
な
り
こ
た
え
る
。

「
日
本
側
が
用
意
し
て
く
れ
た
重
要
文

化
財
の
家
は
、
構
図
と
し
て
は
確
か
に
素

晴
ら
し
い
。
写
真
を
撮
る
な
ら
最
高
の
絵

が
で
き
る
。
し
か
し
、
僕
が
と
り
た
い
の

は
、
そ
の
家
で
実
際
に
生
活
し
て
い
る
生

活
臭
の
よ
う
な
も
の
が
感
じ
ら
れ
る
日
本

の
〝
住
ま
い
〟
で
す
」。

結
局
、
一
旦
取
り
や
め
た
葬
式
の
シ
ー

ン
は
、
撮
影
場
所
を
変
え
四
十
九
日
の
シ

ー
ン
と
な
っ
て
甦
っ
た
。
そ
の
中
の
ワ
ン

シ
ー
ン
が
、
左
の
写
真
で
あ
る
。

タ
ブ
リ
ー
ジ
ー
監
督
が
、
古
い
町
屋
造

り
の
〝
住
ま
い
〟
を
選
ん
だ
の
は
、
日
本

の
家
屋
の
特
徴
が
ひ
と
目
で
分
か
る
か
ら

だ
と
い
う
。
囲
炉
裏
の
手
前

に
父
親
役
の
榎
木
孝
明
さ
ん

が
悲
壮
な
面
持
ち
で
座
っ
て

い
る
。
夜
は
寝
床
と
な
る
真

ん
中
の
座
敷
は
、
襖
を
と
り

の
ぞ
け
ば
仏
間
に
な
り
、
そ

の
向
こ
う
に
は
、
母
親
（
工

藤
夕
貴
）
を
亡
く
し
た
一
人

娘
の
さ
く
ら
が
こ
た
つ
に
入

っ
て
も
く
も
く
と
鶴
を
お
っ
て
い
る
。
カ

メ
ラ
は
、
一
番
奥
の
中
窓
か
ら
見
え
る
粉

雪
ま
で
と
ら
え
て
い
た
。
ま
も
な
く
、
大

旦
那
役
の
三
國
連
太
郎
が
焼
香
に
や
っ
て

く
る
。

日
本
文
化
を
垣
間
見
る
外
国
人
に
は
た

ま
ら
な
い
シ
ー
ン
だ
と
い
う
。

人
が
住
ま
な
く
な
っ
た
家
は
空
気
が
淀

ん
で
風
化
が
進
む
。
喜
び
も
悲
し
み
も
、

人
間
の
感
情
を
包
み
込
ん
で
く
れ
る
〝
住

ま
い
〟
の
映
像
は
、
文
化
財
の
建
物
で
は

確
か
に
難
し
い
。

さ
く
ら
の
家
は
古
美
術
商
で
、
イ
ラ
ン

の
ペ
ル
シ
ャ
絨
毯
も
扱
っ
て
い
る
。
写
真

手
前
の
囲
炉
裏
の
周
り
に
敷
か
れ
て
い
る

の
は
、
日
本
の
座
布
団
で
は
な
く
、
ギ
ャ

ッ
ベ
と
呼
ば
れ
る
毛
足
の
長
い
ペ
ル
シ
ャ

絨
毯
だ
。
こ
の
組
み
合
わ
せ
が
妙
に
は
ま

っ
て
い
る
。
監
督
に
言
わ
せ
る
と
「
見
て

美
し
く
和
に
な
ご
む
」
ら
し
い
。

文
化
の
違
い
を
ま
じ
ま
じ
と
感
じ
た
の

は
、
母
親
が
布
団
か
ら
起
き
上
が
る
シ
ー

ン
。
監
督
は
布
団
の
シ
ー
ツ
を
全
て
は
ず

し
て
く
れ
と
言
う
。「（
布
団
に
）
こ
ん
な

に
美
し
い
模
様
が
あ
る
の
に
、
な
ぜ
シ
ー

ツ
で
覆
っ
て
柄
を
隠
す
の
だ
と
」。
撮
影

は
中
断
し
、
日
本
の
生
活
習
慣
を
説
明
す

る
の
に
半
日
か
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
監
督

は
あ
き
ら
め
き
れ
ず
、
敷
布
団
に
は
シ
ー

ツ
を
か
ぶ
せ
、
掛
け
布
団
は
シ
ー
ツ
を
は

ず
し
て
撮
影
す
る
こ
と
に
な
る
。
日
本
人

に
は
違
和
感
の
あ
る
苦
渋
の
決
断
だ
っ
た
。

現
在
、
第
三
作
目
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ

ー
映
画
『
蘇
る
玉
虫
厨
子
』（
乾
弘
明
監

督
、
文
部
科
学
省
特
選
、
映
文
連
優
秀
映

画
賞
受
賞
等
）
が
各
地
で
上
映
さ
れ
て
い

る
。
宮
大
工
や
、
彫
刻
、
蒔
絵
師
な
ど
、

関
わ
っ
た
職
人
は
約
３
８
０
０
名
。
国

宝
「
玉
虫
厨
子｣

の
復
元
に
か
け
る
人
々

の
壮
大
な
人
間
ド
ラ
マ
。
出
演
と
語
り
を

映
画
の
中
の
ワ
ン
シ
ー
ン
か
ら
何
を
感
じ
ま
す
か
？

益
田
　
祐
美
子
（
高
山
市
出
身
）
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担
当
し
た
三
國
連
太
郎
さ
ん
は
、
現
場
を

取
材
し
な
が
ら
「
日
本
は
も
の
づ
く
り
の

国
で
あ
る
。
そ
の
原
動
力
は
、
日
本
古
来

の
伝
統
文
化
を
支
え
る
職
人
の
制
作
現
場

に
あ
る
」
と
い
う
。
映
画
は
蘇
っ
た
玉
虫

厨
子
の
公
開
と
共
に
各
地
で
反
響
を
呼
び
、

記
録
映
画
で
は
珍
し
い
全
国
劇
場
公
開
と

な
っ
た
。
金
融
危
機
が
叫
ば
れ
、
各
所
で

偽
造
問
題
が
表
面
化
し
て
い
る
今
だ
か
ら

こ
そ
、
本
物
の
職
人
「
技
」
と
、
日
本
人

の
「
魂
」
の
源
流
に
迫
る
映
像
を
観
て
ほ

し
い
も
の
で
す
。

「蘇る玉虫厨子」・「風の絨毯」の上映等の申し込みは下記連絡先まで
映画・コンテンツプロデューサー　益田祐美子
問い合わせはメールとFAXにて
FAX：03−3302−3779　メール：yuri112@jcom.home.ne.jp


